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基盤（Ａ）25257011製鉄の起源と展開に関するフィールドワークに基づいた実証的研究（代表村上恭通） 

近年、中国の遼寧省などでは漢代の古墳が大量に見つかり、同時代の城址も数か所確認され

ています。これらの新発見は、戦国時代後期以来の遼東郡、遼西郡の変遷や前漢王朝の武帝

代から魏晋時代における楽浪郡、帯方郡との関係を考える上で重要な実物資料として注目さ

れています。今回は、この分野に精通されている徐光輝先生をお呼びして、大連や撫順地方

の最新の考古資料を中心にご紹介をしながら、上記の諸問題を考えてみたいと思います。 
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龍谷大学国際学部国際文化学科教授。1961年生。中国

吉林省出身。1993 年吉林大学大学院考古学研究科を
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『東夷世界の考古学』青木書店 2000 年など、多数。
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